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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公開番号】特開2016-21066(P2016-21066A)
【公開日】平成28年2月4日(2016.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-008
【出願番号】特願2015-144018(P2015-144018)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/137    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/38     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/32     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   ５０５　
   Ｇ０２Ｆ    1/137    　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　
   Ｇ０２Ｂ    5/20     １０１　
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ   19/38     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/12     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/20     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/32     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/34     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/18     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/42     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月26日(2016.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第一の基板と、第二の基板と、前記第一の基板と第二の基板間に挟持された液晶層と、ブ
ラックマトリックス及び少なくともＲＧＢ三色画素部から構成されるカラーフィルタと、
画素電極と共通電極とを備え、
前記液晶層が一般式（Ｉ）
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【化１】

（一般式（Ｉ）中、Ｒ１１及びＲ１２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～１６のアルキ
ル基、炭素原子数１～１６のアルコキシ基、炭素原子数２～１６のアルケニル基、又は炭
素原子数２～１６のアルケニルオキシ基を表すが、Ｒ１１又はＲ１２中の１個又は互いに
隣接していない２個以上のメチレン基は、酸素原子又は硫黄原子が相互に直接結合しない
ものとして、それぞれ独立して、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－
に置換されていてもよく、Ｒ１１又はＲ１２中の１個又は２個以上の水素原子はフッ素原
子に置換されていてもよく、
Ａ１１、Ａ１２及びＡ１３はそれぞれ独立して、
（ａ）　トランス－１，４－シクロへキシレン基(当該基中に存在する１個のメチレン基
又は互いに隣接していない２個以上のメチレン基は、それぞれ独立して、酸素原子又は硫
黄原子に置換されてもよく、当該基中に存在する１個又は２個以上の水素原子は、それぞ
れ独立して、シアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよい。)、
（ｂ）　１，４－フェニレン基(当該基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は互いに隣接して
いない２個以上の－ＣＨ＝は、窒素原子に置換されてもよく、当該基中に存在する１個又
は２個以上の水素原子は、それぞれ独立して、シアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換
されていてもよい。) 、又は
（ｃ）　１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ(２．２．２)オクチレン基、
ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基、及び１，２
，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基からなる群より選択される基（こ
れらの基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は互いに隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は、
窒素原子に置換されてもよく、これらの基中に存在する１個又は２個以上の水素原子は、
それぞれ独立して、シアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよい。）を表
し、
ａ１１は０、１、２又は３を表し、
Ｌ１１及びＬ１２はそれぞれ独立して、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－(ＣＨ２)４－、－
ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＯＣＦ２－
、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ
－、－Ｎ＝Ｎ－、－ＣＨ＝Ｎ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、―ＣＳＯ－、－ＯＣＳ－
、－ＣＦ２Ｓ－、又は－ＳＣＦ２－を表す。）及び一般式（ＩＩ）
【化２】

（一般式（ＩＩ）中、Ａ２１、Ａ２２、Ａ２３は、それぞれ一般式（Ｉ）中のＡ１１、Ａ
１２、Ａ１３と同じ意味を表し、ａ２１は２又は３を表し、
Ｒ２１は炭素原子数１～１６のアルキル基、炭素原子数１～１６のアルコキシ基、炭素原
子数２～１６のアルケニル基、又は炭素原子数２～１６のアルケニルオキシ基を表し、前
記Ｒ２１中に存在する１個のメチレン基又は互いに隣接していない２個以上のメチレン基
は、それぞれ独立して、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－に置換さ
れてもよく、前記Ｒ２１中に存在する１個又は２個以上の水素原子は、それぞれ独立して
、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、
Ｌ２１及びＬ２２はそれぞれ独立して、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－(ＣＨ２)４－、－
ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＯＣＦ２－
、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ
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－、－Ｎ＝Ｎ－、－ＣＨ＝Ｎ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、―ＣＳＯ－、－ＯＣＳ－
、－ＣＦ２Ｓ－、又は－ＳＣＦ２－を表し（Ｌ２１が２個存在する場合は、それらは同一
でもよく、異なっていてもよい。）、
Ｘ２１は、フッ素原子又はシアノ基を表す。）で表される化合物群から選ばれる少なくと
も２種類のアキラルな液晶性化合物を含むネマチック液晶組成物と、少なくとも１種類の
キラル化合物とを含むキラル液晶含有材料から構成され、前記キラル液晶含有材料がブル
ー相を示し、
前記ＲＧＢ三色画素部が、色材として、Ｒ画素部中にジケトピロロピロール顔料及び／又
はアニオン性赤色有機染料を、Ｇ画素部中にハロゲン化銅フタロシニアン顔料、フタロシ
アニン系緑色染料、フタロシアニン系青色染料とアゾ系黄色有機染料との混合物からなる
群から選ばれる少なくとも一種を、Ｂ画素部中にε型銅フタロシニアン顔料及び／又はカ
チオン性青色有機染料を含有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記ＲＧＢ三色画素部が、色材として、Ｒ画素部中にＣ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　
１２４を、Ｇ画素部中にＣ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　６７とＣ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅ
ｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１６２との混合物を、Ｂ画素部中にＣ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌ
ｕｅ　７を含有することを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
前記ＲＧＢ三色画素部が、色材として、Ｒ画素部中にＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　
２５４を、Ｇ画素部中にＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７及び／又は同３６を、
Ｂ画素部中にＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：６を含有することを特徴とする
請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
Ｒ画素部中に更に、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７７、同２４２、同１６６、同
１６７、同１７９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　３８、同７１、Ｃ．Ｉ．Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０、同２１５、同１８５、同１３８、同１３９、Ｃ．
Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ Ｒｅｄ ８９、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　５６、Ｃ．
Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１、同８２、同８３：１、同３３、同１６２から
なる群から選ばれる少なくとも１種の有機染顔料を含有する請求項１～３のいずれか一項
に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
Ｇ画素部中に更に、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０、同２１５、同１８
５、同１３８、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１、同８２、同８３：１、同
３３からなる群から選ばれる少なくとも１種の有機染顔料を含有する請求項１～４のいず
れか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
Ｂ画素部中に更に、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｖｉｏｌｅｔ　２３、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｂｌｕｅ　７、Ｃ．Ｉ．Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏ
ｌｅｔ　１０、Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　１、同９０、同８３、Ｃ．Ｉ．Ｄｉｒｅｃ
ｔ　Ｂｌｕｅ　８６からなる群から選ばれる少なくとも１種の有機染顔料を含有する請求
項１～５のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
カラーフィルタが、ブラックマトリックスとＲＧＢ三色画素部とＹ画素部とから構成され
、色材として、Ｙ画素部に、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０、同２１５
、同１８５、同１３８、同１３９、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１、８２
、同８３：１、同３３、同１６２からなる群から選ばれる少なくとも１種の黄色有機染顔
料を含有する請求項１～６のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記ネマチック液晶組成物が、少なくとも－１０℃～５０℃の温度範囲でネマチック液晶
相を示す請求項１～７のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
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【請求項９】
前記ネマチック液晶組成物の誘電率異方性（Δε）が正である請求項１～８のいずれか一
項に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
前記キラル液晶含有材料が少なくとも２種類のキラル化合物を含む請求項１～９のいずれ
か一項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
前記キラル液晶含有材料がコレステリック相を示す請求項１～１０のいずれか一項に記載
の液晶表示装置。
【請求項１２】
前記キラル液晶含有材料が、少なくとも１種類の重合性化合物が重合してなる高分子を含
む液晶・高分子複合材料であることを特徴とする請求項１～１１のいずれか一項に記載の
液晶表示装置。
【請求項１３】
前記重合性化合物として、少なくとも１種類の非液晶性重合性化合物を含む請求項１２に
記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
前記重合性化合物として、少なくとも１種類の単官能性重合性化合物と少なくとも１種類
の多官能性重合性化合物とを含む請求項１２又は１３に記載の液晶表示装置。
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